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今 月 の 紙 面

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

さ
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
様
に

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

又
、
平
素
か
ら
組
合
の
事
業
に
ご

理
解
並
び
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
も
と
社

会
活
動
の
正
常
化
が
進
み
、
収
束
に

向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
た
一
方
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
背
景
と

し
た
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
物
価
上
昇
が
続
き
、
理

容
業
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
組
合
が
直
面
し

て
い
る
後
継
者
不
足
、
組
合
員
の
高

齢
化
・
組
合
員
減
少
に
よ
る
財
源
不

足
な
ど
の
課
題
に
対
し
ま
し
て
は
、

皆
様
方
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
お

聞
き
し
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み

事
業
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

組
合
員
の
発
展
な
く
し
て
県
組
合

の
発
展
は
な
く
、
県
組
合
の
発
展
な 今 後 の 日 程

１月22日㈪ヘアなびオンラインセミナー
   〃 生衛組合活性化塾
 29日㈪組合親睦ボウリング大会
２月９日㈮理容師実技試験
 19日㈪第２回講師打合せ会
３月18日㈪第４回常任理事会（午前）
   〃 第415理事会（午後）
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く
し
て
組
合
員
の
発
展
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
将
来
に
亘
っ
て
元

気
な
組
合
を
創
っ
て
い
く
た
め
に
、

皆
様
方
と
し
っ
か
り
ス
ク
ラ
ム
を
組

み
、
共
に
困
難
を
乗
り
越
え
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
糠
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
組
合
員
一
同
素
晴
ら
し
い

一
年
で
有
り
ま
す
事
、
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
10
月
30
日
㈪
午
前
９
時

30
分
よ
り
県
組
合
事
務
所
２
階
に
て
、

刀
祢
隆
一
・
山
本
豊
両
監
事
、
吉
永

理
事
長
、松
永
経
理
部
長
出
席
の
下
、

令
和
５
年
度　

中
間
監
査
会
を
開
催

し
た
。

　

松
永
経
理
部
長
開
会
宣
言
の
後
、

優勝　池本久仁子氏優勝　池本久仁子氏

　
年
頭
所
感

　「
団
　
結
」

　
山
口
県
組
合
理
事
長

吉
永　
和
義

2024 年　年頭所感
勇気ある変化をめざして

全国理容生活衛生同業組合連合会

理事長　大森　利夫

　明けましておめでとうございます。

　旧年中は、全国理容連合会の事業推進に対してご理解、ご協力を賜り感謝の

極みであります。振り返りますと長期に及んだ新型コロナウイルス感染症も感

染法上の位置づけが５類に移行して、ウィズコロナのもと社会活動の正常化が

進み各種イベントの再開や多くの外国人観光客の姿を見かけるようになってま

いりました。

　しかし、ロシアによるウクライナへの侵攻や、イスラエルとイスラム組織ハ

マスとの戦闘など国際情勢は緊迫度が高まり、日本経済においても物価高騰の

中、価格転嫁がしにくい理容業などは厳しさが一層増した一年でもありました。

　全国理容連合会では、明日の理容をめざしての「１日を楽しく過ごすには理

容サロンへ行こう！」をテーマとする活性化イベントを全国の８会場で実施し

たほか、理容サロンのデジタル化の推進にむけてヘアサロンオンライン予約シ

ステムの推進をはじめ、世界大会への選手派遣や海外選手に出場を呼びかけて

の全国理容競技大会等々厳しい環境下にあっても知恵を絞り「忙中閑あり」で

次善の策を練ってまいりました。人口減少、労働力不足が進む中、手段は海外

交流の中での儲かる業づくりの道を進んで行かなければなりません。次世代に

むけての発展の道へのプランをお寄せ下さい。

　トーマス・エジソンの「失敗するほどに、我々は成功に近づいている」の言

葉を信じて、前例踏襲を止め、勇気ある変化をめざし本年も努力を重ねますの

で、旧年に倍して叱咤ご指導賜りますようお願い申し上げ新年のあいさつとし

ます。

　

令
和
５
年
10
月
23
日
㈪
第
７
回
組

合
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

宇
部
市
常
盤
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
芝
生
専
用
コ
ー
ス
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

８
時
30
分
集
合
で
24
名
が
参
加
し
、

９
時
に
開
会
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

吉
永
理
事
長
、
廣
石
組
織
部
長
、

村
田
宇
部
支
部
長
か
ら
挨
拶
を
頂
き
、

西
村
宇
部
支
部
組
織
部
長
か
ら
ル
ー

ル
説
明
の
後
、
６
組
の
グ
ル
ー
プ
が

各
ホ
ー
ル
に
散
ら
ば
り
ゲ
ー
ム
の
開

始
で
す
。

　

穏
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
各
ホ
ー

ル
で
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
取
る
人

第
７
回
組
合
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

で
盛
り
上
が
り
、
Ｏ
Ｂ
に
な
り
残
念

が
る
方
、
空
振
り
さ
れ
て
笑
い
を
取

る
方
、
皆
さ
ん
と
て
も
熱
く
楽
し
み

な
が
ら
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
24
ホ
ー
ル
の
ラ

ウ
ン
ド
が
終
わ
り
、
閉
会
式
並
び
に

成
績
発
表
・
表
彰
式
で
す
。

　

成
績
上
位
の
方
や
、
飛
び
賞
・
ブ

ー
ビ
ー
賞
・
そ
の
他
各
賞
に
豪
華
賞

品
が
準
備
し
て
あ
り
、
参
加
者
半
数

以
上
の
方
に
賞
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
に
参
加
賞
も
配
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
年
参
加
出
来
な
か
っ
た
組
合
員

の
皆
様
、
普
段
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手
な

方
で
も
簡
単
に
出
来
る
競
技
な
の
で
、

来
年
は
一
緒
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。

　

今
年
の
第
７
回
組
合
親
睦
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
も
、
事
務
局
を
は

じ
め
多
く
の
組
合
員
の
皆
様
の
協
力

の
お
陰
で
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

役
員
の
皆
様
、
組
合
員
の
皆
様
、

裏
方
で
動
い
て
い
た
だ
い
た
宇
部
支

部
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。

優　

勝　

池
本
久
仁
子　
（
長　

門
）

準
優
勝　

内
海　

拓
也　
（
防　

府
）

３　

位　

上
田　

憲
志　
（
長　

門
）

４　

位　

池
本　

竜
也　
（
長　

門
）

５　

位　

松
吉　

明
治　
（
小
野
田
）

６　

位　

山
本　
　

豊　
（
宇　

部
）

７　

位　

岩
井　

雅
美　
（
宇　

部
）

８　

位　

金
井　

鉄
夫　
（
小
野
田
）

９　

位　

西
村　

友
希　
（
宇　

部
）　

10　

位　

丸
山　

宏
二　
（
宇　

部
）

15　

位　

石
田　

成
子　
（
宇　

部
）

20　

位　

藤
岡　
　

勲　
（
宇　

部
）

教
育
部
長
賞[ 

11
位]

　
　
　
　

木
村　

朋
美　
（
新
南
陽
）

理
事
長
賞　

 [ 

16
位
﹈

　
　
　
　

岡
本　

剣
三　
（
小
野
田
）

組
織
部
長
賞
﹇
18
位
﹈

　
　
　
　

武
居　

重
正　
（
下　

松
）

ブ
ー
ビ
ー
賞

　
　
　
　

廣
石　

正
明　
（
下　

松
）

　
　

通
信　

宇
部
支
部　

西
村
友
希

準優勝　内海拓也氏準優勝　内海拓也氏３位　上田憲志氏３位　上田憲志氏

令
和
５
年
度　

中
間
監
査
会

吉
永
理
事
長
か
ら
平
素
の
お
礼
と
監

事
各
位
へ
ご
協
力
・
ご
尽
力
に
謝
意

を
表
し
た
の
ち
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
組
合
事
業
活
動
へ

の
影
響
も
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
今
年
度

は
順
調
な
事
業
経
過
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
細
に
説
明
を
行

う
の
で
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。」
と
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

○
令
和
５
年
度
事
業
経
過
の
概
要
に

つ
い
て

　

・
全
国
大
会
代
表
選
手
選
考
会
＆

理
容
競
技
会
を
６
月
19
日
に
開

催
。
全
国
理
容
競
技
大
会
（
北

海
道
９
月
19
日
開
催
）
に
選
手

２
名
参
加

　

・
組
織
活
動
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
の
実
施

　
　

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ（６

月
26
日
）

　
　

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
２
日
）

　
　

親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
23
日
）

　

・
各
支
部
に
て
収
益
力
向
上
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催

　

・
山
口
県
小
規
模
事
業
者
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
３
０
０
万
円

の
補
助
金
と
全
理
連
理
容
感
謝

祭
15
万
円
の
助
成
金
を
原
資
と

し
た
「
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ　

Ｆ
Ａ

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ　

お
客
様
感
謝
祭
」

を
開
催
（
期
間
Ｒ
５
年
７
月
18

日
~
８
月
25
日
）

　

・
毛
髪
供
養
祭
開
催
（
11
月
６
日
）

　

・
理
容
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
（
収
益

力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
）
11
月
13
日

○
令
和
５
年
度
収
支
中
間
報
告
に
つ

い
て

　

⑴
一
般
会
計

○
今
後
の
取
り
組
み
課
題
に
つ
い
て

　

⑴
令
和
６
年
度
予
算
（
案
）
に
つ

い
て

　
　

①
賦
課
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て

　
　

②
互
助
会
の
値
上
げ
に
つ
い
て

○
そ
の
他

　

⑴
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

　

以
上
、
吉
永
理
事
長
、
松
永
経
理

部
長
か
ら
報
告
と
説
明
が
あ
っ
た
。

〇
監
査
意
見

　
「
厳
し
い
財
政
の
中
、
適
正
か
つ

几
帳
面
に
よ
く
や
っ
て
お
ら
れ
る
。

各
種
助
成
金
を
多
く
活
用
し
、
出
来

う
る
限
り
の
事
業
活
動
が
推
進
さ
れ

て
い
る
と
思
う
。
今
後
組
合
員
の
減

少
を
ど
う
や
っ
て
止
め
る
の
か
、
新

規
組
合
員
の
加
入
を
ど
う
や
っ
て
推

進
し
て
い
く
の
か
を
理
事
会
を
中
心

に
し
っ
か
り
と
協
議
し
、
各
支
部
で

は
支
部
長
を
中
心
に
そ
れ
を
実
践
願

い
た
い
。
財
源
不
足
を
原
因
と
し
た

事
業
活
動
の
縮
小
は
、
組
合
活
動
の

停
滞
か
ら
衰
退
に
つ
な
が
る
の
で
く

れ
ぐ
れ
も
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
落
ち

込
ま
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
た
い
。」

　

と
の
意
見
が
あ
り
、
午
前
11
時
40

分
閉
会
し
た
。

報
告
者　

経
理
部
長　

松
永
忠
晴

令和６年１月１日（1）第 713 号 か が み



　

令
和
５
年
11
月
６
日
㈪
午
前
10
時

下
関
市　

亀
山
八
幡
宮
に
て
山
口
県

組
合
主
催
の
「
毛
髪
供
養
祭
」
が
厳

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
第
11
回
目
（
県
主
催
）
と

な
る
供
養
祭
は
、
参
加
10
支
部
県
内

組
合
員
25
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

毛
髪
を
神
前
に
供
え
、
定
刻
に
な

り
管
絃
の
音
が
響
き
わ
た
り
、修
祓
、

祝
詞
奏
上
と
続
き
、
吉
永
理
事
長
、

木
村
全
理
連
中
央
講
師
、
支
部
代
表

４
名
が
玉
串
奉
奠
を
行
い
参
拝
者
全

員
で
お
客
様
の
毛
髪
供
養
と
ご
多
幸

を
祈
念
す
る
と
共
に
、
業
界
の
発
展

向
上
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

宮
司
よ
り
参
拝
者
に
金
幣
で
お
清

め
を
頂
き
、
格
式
高
い
式
典
が
無
事

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
神
殿
前
で
記
念
撮
影
を

行
い
、「
床
屋
発
祥
の
地
記
念
碑
」

に
赴
き
参
拝
し
解
散
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
毎
日
新
聞
社
・
読
売
新

聞
社
・
山
口
新
聞
社
等
の
取
材
が
あ

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｔ
Ｙ
Ｓ
の
２
テ
レ
ビ

局
で
は
昼
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放

送
さ
れ
良
い
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
お
客
様
に
対
す
る
感
謝
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
毛
髪
供

養
祭
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
お
客

様
に
組
合
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

き
集
客
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

副
理
事
長　

松
永
忠
晴

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
訪
問
福
祉
理
容
の
重

要
性
、
ニ
ー
ズ
な
ど
我
々
に
と
っ
て

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
と
説
明
を
受
け
、
な
る
ほ
ど
な
と

納
得
致
し
ま
し
た
。

　

技
術
面
で
は
講
師
自
身
の
体
験
に

基
づ
く
効
率
の
良
い
カ
ッ
ト
の
仕
方
、

寝
た
き
り
の
方
に
対
し
て
の
接
し
方

等
我
々
に
と
っ
て
も
す
ぐ
役
に
立
つ

よ
り
実
用
的
な
説
明
で
大
変
あ
り
が

た
い
講
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

周
西
支
部　

原
田
宮
児

衛
生
講
習
会
＆
支
部
講
習
会

周西
支部

　

令
和
５
年
10
月
23
日
㈪
玖
珂
総
合

セ
ン
タ
ー
奏
内
研
修
室
３
・
４
に
て
、

周
西
支
部
衛
生
講
習
と
支
部
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
９
名
、
予
定
時
刻
の
９
時

半
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
生
活
環

境
課　

一
色
結
以
講
師
よ
り
、
基
本

的
な
消
毒
の
仕
方
や
適
切
な
器
具
の

洗
い
方
、
頭
ジ
ラ
ミ
の
対
処
方
法
な

ど
の
説
明
が
あ
り
、
我
々
が
直
面
す

る
必
要
な
知
識
を
再
確
認
で
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
世
代
交
代
な
ど
に
よ
る
保

健
所
登
録
の
仕
方
な
ど
の
説
明
等
も

丁
寧
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
と
し
て
浴
本
県
講
師
に
よ

る
訪
問
福
祉
理
容
講
習
会
が
行
わ
れ

令
和
５
年
度　

毛
髪
供
養
祭

共
済
体
験
記

　

私
は
、
令
和
３
年
11
月
に
市
の
特

定
検
診
を
し
た
際
に
、
一
つ
の
箇
所

の
数
値
が
基
準
値
よ
り
高
く
専
門
医

師
の
受
診
を
勧
め
ら
れ
、
触
診
で
癌

の
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
検
査
を
進
め
て
い
き
確

定
し
ま
し
た
。

　

治
療
法
は
何
パ
タ
ー
ン
か
あ
る
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
手
術
を
選
択

し
今
年
の
５
月
に
手
術
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
は
、
正
直
に
言
う
と
身
体

の
こ
と
よ
り
お
店
を
２
週
間
休
業
す

る
こ
と
が
怖
か
っ
た
で
す
が
お
客
様

は
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
り
、
今
も
元

気
に
仕
事
が
で
き
る
事
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

組
合
の
療
養
補
償
共
済
（
医
療
補

償
コ
ー
ス
）に
加
入
し
て
い
た
の
で
、

給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
病
気
に
な
っ
た
ら
仕
事

が
で
き
に
く
く
な
る
し
、
治
療
費
・

入
院
費
・
通
院
費
が
必
要
で
す
。

　

お
金
が
た
く
さ
ん
要
る
の
で
す
。

　

今
回
、
保
険
は
「
万
が
一
に
備
え

て
の
補
償
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　

現
に
他
社
に
加
入
さ
れ
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
年
齢
で
掛
け
金

は
変
わ
り
ま
す
が
安
い
掛
け
金
で
入

っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

請
求
も
県
組
合
事
務
所
に
聞
い
て

で
き
ま
す
。

（
50
代　

男
性
）

　

令
和
５
年
９
月
25
日
㈪
９
時
30
分

よ
り
「
か
め
福
オ
ン
プ
レ
イ
ス
」
２

階
に
於
い
て
、
売
上
UP
！
（
他
店
と

差
が
つ
く
付
加
価
値
と
お
客
様
に
喜

ば
れ
る
店
舗
）・
衛
生
消
毒
講
習
会

を
出
席
者
46
名
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

〇
第
１
部

「
売
上
up
！
収
益
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」

　

講
師

　

元
全
理
連
中
央
講
師　

　

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン　

ロ
ジ
ェ
ー
ル

　
　

店
長　
　
　

宇
都
宮
ま
ど
か
氏

山口
支部 支

部
だ
よ
り

衛
生
消
毒
講
習
会玉野彩香氏玉野彩香氏 宇都宮まどか氏宇都宮まどか氏

○
第
２
部

「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
へ
の
対
応
・

各
店
舗
に
お
け
る
衛
生
消
毒
・
感
染

症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

　

講
師

　

山
口
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー

　

玉
野
彩
香
氏

　

第
１
部
で
は
、
次
の
日
か
ら
実
践

で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
ポ
ッ
プ
、

自
己
紹
介
を
の
ぼ
り
に
し
た
も
の
、

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
時
に
使
用
す
る
枕
、

寒
い
時
期
に
来
店
さ
れ
た
お
客
様
に

手
渡
す
湯
た
ん
ぽ
、
趣
味
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
話
題
づ
く
り
な
ど
、

売
上
向
上
の
為
の
ヒ
ン
ト
を
沢
山
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
器
具
、

タ
オ
ル
、
手
指
の
消
毒
と
マ
ス
ク
着

用
の
重
要
性
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

朝
早
く
か
ら
、
山
口
支
部
と
他
支

部
の
皆
様
に
ご
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

広
報　

西
本
光
徳

浴本孝嘉氏浴本孝嘉氏 一色結以氏一色結以氏

万一の場合に備えて5共済制度で安心を…

賠償責任
補償共済

お客さまと理容店のための
きめ細やかな
補償

療養補償
共　済

病気やケガで仕事が
できなくなった
ときに

火災共済
火事や自然災害で
被害にあったときに

年金共済
豊かな老後のために

ときに

※ 詳しい内容については、パンフレット等
でご確認ください。

団体生命
共　済
いざというときの
お守りに

全国理容生活衛生同業組合連合会
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令 和 六 年

元　 旦

理
事
長

吉　

永　

和　

義

（
山
口
支
部
）

副
理
事
長
総
務
企
画
、
経
理
・
金
融
部
長

松　

永　

忠　

晴

（
吉
南
支
部
）

常
任
理
事
組
織
部
長

廣　

石　

正　

明

（
下
松
支
部
）

常
任
理
事
教
育
部
長

木　

村　

真　

也

（
新
南
陽
支
部
）

常
任
理
事
文
化
・
広
報
部
長

上　

田　

憲　

志

（
長
門
支
部
）

常
任
理
事
共
済
部
長

阪　

本　

直　

樹

（
周
西
支
部
）

常
任
理
事
事
業
部
長

金　

井　

鉄　

夫

（
小
野
田
支
部
）

監　

事
山　

本　
　
　

豊

（
宇
部
支
部
）

監　

事
刀　

祢　

隆　

一

（
柳
井
支
部
）

講　
　

師

浴　

本　

孝　

嘉

（
岩
国
支
部
）

講　
　

師

倉　

重　

勝　

憲

（
下
関
支
部
）

講　
　

師

丸　

山　

宏　

二

（
宇
部
支
部
）

教
育
委
員

望　

月　

義　

弘

（
下
関
支
部
）

講　
　

師

瀬　

川　

晃　

一

（
下
関
東
支
部
）

講　
　

師

岩　

崎　

健　

司

（
岩
国
支
部
）

教
育
委
員

石　

井　

正　

吉

（
山
口
支
部
）

講　
　

師

釼　

物　

宏　

行

（
長
門
支
部
）

講　
　

師

佐　

野　

宙　

史

（
下
関
支
部
）

講　
　

師

秋　

山　

健　

朗

（
厚
狭
支
部
）

事
務
局
一
同

岩　

国　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

日
高　

孝
司

副
支
部
長　

濱
安　

益
之

会　

計　

岩
崎　

健
司

外
役
員
、
組
合
員
一
同

大　

島　

支　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

西
口　
　

明

外
組
合
員
一
同

柳　

井　

支　

部

　

理
事
・
支
部
長　

武
田　

知
久

　

会　

計　

田
中　
　

隆

　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

熊　

南　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

宮
本　

佳
治

会　

計　

山
中　

弓
子

外
役
員
、
組
合
員
一
同

新
南
陽
支
部

常
任
理
事
・
支
部
長　

木
村　

真
也

副
支
部
長　

松
崎　

勝
己

　
　
　
　
　

会　

計　

久
賀　
　

浩

　
　
　
　
　

  

外
役
員
、
組
合
員
一
同

周　

西　

支　

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

阪
本　

直
樹

副
支
部
長
・
会
計　

多
田　
　

稔

副
支
部
長　

原
田　

宮
児

外
役
員
、
組
合
員
一
同

光　
　

支　
　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

高
木　

広
昭

外
役
員
、
組
合
員
一
同

下　

松　

支　

部

　

常
任
理
事
・
支
部
長　

廣
石　

正
明

　
　
　
　
　

副
支
部
長　

松
中　

政
之

　
　
　
　
　
　

会　

計　

武
居　

重
正

　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

徳　

山　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

重
国　

達
二

副
支
部
長　

國
重　

敦
史

〃     

木
村　

正
史

会　

計　

三
好　

哲
也

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

萩　
　

支　
　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

池
部　

裕
之

　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

長　

門　

支　

部

常
任
理
事
・
支
部
長　

上
田　

憲
志

　
　
　
　

副
支
部
長　

久
永　

博
司

　
　
　
　
　

会　

計　

藤
岡　
　

健

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

美　

東　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

三
嶋　
　

充

　

副
支
部
長
・
会
計　

滝
本　

秀
樹

　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

宇　

部　

支　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

村
田　

長
実

　
　
　

副
支
部
長　

田
川　

健
治

　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

小
野
田
支
部

常
任
理
事
・
支
部
長　

金
井　

鉄
夫

　
　
　
　

副
支
部
長　

田
中　

哲
也

　
　
　
　
　

会　

計　

松
吉　

治
夫

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

厚　

狭　

支　

部

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

安
藤　

裕
通

　
　
　

副
支
部
長　

伊
藤　

一
彦

　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

防　

府　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

濵
田　
　

稔

　

副
支
部
長
・
会
計　

渡
辺　

清
文

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

山　

口　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

川
野　

雅
吏

副
支
部
長
・
会
計　

金
子　
　

肇

　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

吉　

南　

支　

部

副
理
事
長
・
支
部
長　

松
永　

忠
晴

　

副
支
部
長
・
会
計　

原
田　

信
也

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

下
関
東
支
部

理
事
・
支
部
長　

本
田　

匡
史

　
　
　
　

副
支
部
長　

瀬
川　

晃
一

　
　
　
　
　

会　

計　

佐
股　

園
文

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

下　

関　

支　

部

理
事
・
支
部
長　

望
月　

義
弘

　
　
　
　

副
支
部
長　

三
嶋　

克
典

　
　
　
　
　

会　

計　

河
野　

秀
一

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

文
化
広
報
部
長

岩　　
国

大　　
島

柳　　
井

熊　　
南

周　　
西

光
下　　
松

徳　　
山

新
南
陽

防　　
府

山　　
口

吉　　
南

萩
美　　
東

宇　　
部

小
野
田

厚　　
狭

長　　
門

下
関
東

下　　
関

浴　
本　
孝　
嘉

西　
口　
　
　
明

河　
邉　
辰　
也

杉　
谷　
洋　
子

原　
田　
宮　
児

菅　
光　
輝　
子

松　
中　
政　
之

仲　
山　
尚　
俊

田　
畑　
　
　
暁

濵　
田　
　
　
稔

西　
本　
光　
徳

岩　
谷　
武　
志

山　
根　
寛　
生

阿　
部　
王　
則

田　
川　
健　
治

田　
中　
哲　
也

伊　
藤　
一　
彦

上　
田　
憲　
志

竹　
岡　
　
　
久

山　
本　
　
　
豊

支
部
広
報
部
長 上

田
憲
志

新年のお慶びを申し上げます

令和６年１月１日（3）第 713 号 か が み



２
０
２
３
年
度

生
衛
業
収
益
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

宇部
支部

　

令
和
５
年
９
月
４
日
㈪
午
前
10
時

よ
り
、
宇
部
市
総
合
福
祉
会
館
２
階

交
流
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
宇
部
支
部

衛
生
消
毒
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
五
類
に
な
っ
て
か

ら
四
ヶ
月
。

　

罹
患
の
際
の
重
篤
性
は
回
避
さ
れ

た
と
は
い
え
、
感
染
者
数
に
関
し
て

言
え
ば
依
然
猛
威
を
振
る
う
状
況
で

且
つ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流

行
の
兆
し
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

第
一
部
の
レ
デ
ィ
ー
ス
基
礎
カ
ッ

ト
講
習
会
で
は
、
県
講
師
会
よ
り
地

元
の
丸
山
宏
二
先
生
に
来
て
い
た
だ

き
、
需
要
の
あ
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ブ
ス
タ
イ
ル
と
シ
ョ
ー
ト
レ
イ
ヤ

ー
ス
タ
イ
ル
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

レ
デ
ィ
ス
シ
ョ
ー
ト
の
基
礎
中
の

基
礎
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と

と
、
丸
山
講
師
の
わ
か
り
や
す
く
丁

寧
な
説
明
と
相
ま
っ
て
、
ま
た
参
加

さ
れ
て
い
る
先
生
方
も
大
ベ
テ
ラ
ン

ば
か
り
と
い
う
こ
と
で
、
新
技
術
の

習
得
等
の
緊
張
感
は
一
切
な
く
、
日丸山宏二氏丸山宏二氏

小平敏彦氏小平敏彦氏

久保田泰章氏久保田泰章氏

ご
ろ
の
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
と
の
違
い
を

確
認
し
な
が
ら
、
終
始
和
や
か
な
講

習
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
部
の
税
務
講
習
会
で
は
講
師

を
、
税
理
士
法
人　

い
そ
べ
共
同
代

表　

小
平
敏
彦
代
表
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

　
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
電
子
帳
簿

保
存
法
」、
２
０
２
４
年
１
月
１
日
施

行
の
改
正
電
帳
法
に
基
づ
く
理
美
容

業
の
注
意
点
に
つ
い
て
、
駆
け
足
で

は
あ
り
ま
し
た
が
１
時
間
み
っ
ち
り

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
し
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
顧
客
が
個
人
消
費
者
で

あ
る
我
々
理
容
業
に
と
っ
て
あ
ま
り

関
連
性
が
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
イ

ン
ボ
イ
ス
の
影
響
や
留
意
点
、
課
税

選
択
・
手
続
き
、
補
助
金
や
税
額
控

除
に
至
る
ま
で
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

電
子
帳
簿
保
存
法
に
関
し
て
は
、

確
定
申
告
控
除
額
に
影
響
す
る
た
め

内
容
と
そ
の
影
響
、法
改
正
の
内
容
・

デ
ー
タ
保
存
の
義
務
化
、
デ
ー
タ
保

存
の
対
策
・
対
応
、
そ
の
他
細
か
な

対
応
に
至
る
ま
で
詳
細
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
三
部
、衛
生
消
毒
講
習
会
で
は
、

宇
部
環
境
保
健
所　

生
活
環
境
課　

環
境
衛
生
薬
事
班
の
久
保
田
泰
章
主

査
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
法
改
正
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
五

類
移
行
を
踏
ま
え
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
衛
生
消
毒
と
し
て
換
気
・

マ
ス
ク
の
着
用
・
手
洗
い
・
器
具
の

消
毒
・
施
設
の
消
毒
を
継
続
し
て
行

う
こ
と
を
前
提
と
し
た
消
毒
方
法
、

出
張
理
容
の
定
義
・
注
意
点
、
各
種

感
染
症
の
対
策
と
対
応
、
ア
タ
マ
ジ

ラ
ミ
の
対
策
と
対
応
、
そ
の
他
各
種

届
け
出
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
登
壇
い
た
だ
い
た
講
師
の
皆
様

に
は
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

全
て
の
日
程
を
無
事
終
了
し
、
ご

参
加
い
た
だ
い
た
50
名
の
皆
様
に

は
、
修
了
証
を
手
に
速
や
か
に
帰
途

に
つ
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
疲
れ
様
で
し
た
。

広
報　

田
川　

健
治

「
衛
生
消
毒
講
習
会
」・「
メ
ン
ズ
＆
レ
デ
ィ
ス　

エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
・
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
技
術
習
得
講
習
会
」

吉南
支部

　

令
和
５
年
10
月
16
日
㈪
午
前
９
時

20
分
よ
り
、
山
口
県
理
容
美
容
専
門

学
校　

講
堂
に
て
「
令
和
５
年
度　

生
衛
業
収
益
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
を

左
記
の
日
程
に
て
開
催
し
、
総
員
76

名
の
受
講
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
９
時
20
分
〉

衛
生
消
毒
講
習
会
（
吉
南
支
部
の
み
）

講
師
に
山
口
県
山
口
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
山
口
環
境
保
健
所
）
生
活
環

玉野彩香氏玉野彩香氏田中ちはる氏田中ちはる氏

境
課　

環
境
衛
生
薬
事
班　

技
師　

玉
野
彩
香
氏
を
招
き
①
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
②
衛
生
的
管
理
に
つ
い
て

③
理
容
師
法
に
つ
い
て
の
講
義
を
受

け
ま
し
た
。

〈
10
時
10
分
〉

座
学
講
習
会

講
師
に
滝
川
株
式
会
社　

教
育
事
業

部　

セ
ー
ル
ス
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

主
任　

田
中
ち
は
る
氏
を
招
き
①

フ
ェ
イ
ス
エ
ス
テ
（
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ

ア
含
む
）
②
ア
イ
エ
ス
テ
③
イ
ヤ
ー

エ
ス
テ
の
施
術
を
レ
ジ
ュ
メ
に
添
っ

て
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
は
、
本
来
な
ら
ば
一

日
講
習
か
つ
実
技
講
習
の
内
容
を
２

時
間
に
ま
と
め
た
た
め
Ｈ
Ｏ
Ｗ　

Ｔ

Ｏ
入
門
編
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
お

客
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
フ
ェ
イ

ス
ラ
イ
ン
の
た
る
み
や
顔
の
く
す

み
・
む
く
み
な
ど
へ
の
エ
イ
ジ
ン
グ

ケ
ア
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
技
術
は
収
益
力

Ｕ
Ｐ
の
付
加
価
値
と
な
る
こ
と
が
確

信
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
朝
早
く
か
ら
今
回
の
講
習
会

を
受
講
さ
れ
た
吉
南
支
部
以
外
の
組

合
員
の
皆
様
、
山
口
県
理
容
美
容
専

門
学
校
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
上
田
憲
志
氏

（
長
門
支
部
）
阿
部
王
則
氏
（
美
東

支
部
）
両
氏
の
ご
協
力
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

吉
南
支
部
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
　
　
　
　

支
部
長　

松
永
忠
晴

衛
生
消
毒
講
習
会

大 島
柳 井
熊 南
支 部

　

10
月
23
日
㈪
午
前
10
時
よ
り
、
大

島
・
柳
井
・
熊
南
支
部
の
合
同
で
、

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館
２
階
大
広
間

に
お
い
て
衛
生
消
毒
講
習
会
を
開
催

し
、
約
20
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

山
口
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
の
柳

井
講
師
を
お
招
き
し
て
、
衛
生
的
管

理
に
つ
い
て
、
器
具
・
タ
オ
ル
・
手

指
の
消
毒
等
資
料
に
沿
っ
て
講
義
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
保
健
所
職
員
が
各
営
業

施
設
の
衛
生
環
境
に
つ
い
て
調
査
に

伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
講
習

会
を
受
講
さ
れ
た
方
で
あ
っ
て
も
、

調
査
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。」
と
の
話
が
あ
り
、
講
習

会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

広
報　

河
邊
辰
也
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